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京大 工 ･原子核工学科 武 野 正 三
北大 理 ･物 理 学ー 科 合 田 正 毅
上記研究会は,昨年 11月及び今年 3月に合田が基研に滞在して行なわれた｡今回の研
究会では,いくつかの具体的な成果を得る事が出来,それにともない新しい問題提起が行




不定形固体 (不定形高分子固体を含む )､液体等いわゆる Structurally or
topolPgically disordered system 中の素励起に関 しては,実験的には
i940年代から熱伝導率,熱潜張係数､少 し遅くれて比熱等の低温での異常が調べられ






1)structurallydisordered system 中の縦波は~､波数 kが良い量子数で














H= 望. 31 . 2




A (汰)-(p/M)†dR92*(R)▽▽V(a)〔1-exp(ikR )〕 (1)
と書かれる2)｡ ここに- 数密度である0 才2*(k)は有効対相関関数と呼ばれ,最低
近似の式はダ2*てk) ⇒ 92(氏)(対相関関数 )とおいたものであるO量子固体のフォ
ノンの振動数を決める方程式は､F.W de Wette等 4)により提出されているが､
その式は結果的には(1式で才2*(R)として完全結晶の対相関関数を採 り･Ⅴ(R.)-i
48((0/R)12-(o/R)6)､ (E､り ま定数 )のかわりに
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第 1図 He4の縦波 (実線は実験値 )
T(OK)
第 2図 △の温度依存性 (実線は実験値 )
と ては実験値を使った｡
結果は図 1に示すようなフ ォノン-ロトン型の分散関係が得 られ,音速を実験値に合わせ









不定形固体 (不定形高分子固体を含む)の低温での比熱の異常は､ excess speci-
fic heat7) (3図の- .- ･- ･線 )とlinier specificheat8)(3図の
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と書いた時､フォノンの立ち上がり PO(W) ∝ (1/vL3+2/vT3)W2から来
る比熱-の寄与 C:(T)はデバイ比熱 e T3を与える｡一方縦波のロトン部分から
の比熱-の寄与は
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